
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

1 一般 2 4 1
411地方分権と市民
参加の推進

選挙管理委員会事務局の運営に要する
経費

選挙管理委員会
事務局

　　

①選挙を適正に執行するため、選挙人名簿について法及び
関連規定に基づく登録事務及び抹消事務を行い、適正に管
理する。
②選挙人名簿の管理方法が簿冊管理である。

4,057 4,056
6精査・検
証

①公職選挙法の規定に基づく事務であることから、事務の
正確性と効率性を向上させる必要がある。
②選挙人名簿の電子化について検討を行う。

4,095

2 一般 2 4 2
411地方分権と市民
参加の推進

選挙啓発に要する経費
選挙管理委員会
事務局

　　

①唯一の参政権である選挙について、有権者に政治への関
心や選挙の重要性を認識してもらい、投票意識の高揚を図
る。
②各種選挙において若年層の投票率が低い。

278 282
6精査・検
証

①更なる有権者の選挙や政治への参加が期待できるよう、
より効果的な啓発事業を実施するよう改善を行う。
②優良事例を調査・研究し、模擬投票・出前授業の実施に
向けた検討を行う。

285

3 一般 2 4 3
411地方分権と市民
参加の推進

衆議院議員選挙に要する経費
選挙管理委員会
事務局

　　
①期日前投票及び不在者投票の実施、並びに選挙期日に
市内２３投票所及び１開票所での投開票を実施する。
②投開票事務の経費削減に努める。

0 35,217 1終了

①次回の選挙執行に向け、適正かつ効率的な投開票事務
を実行できるよう、引き続き選挙準備事務を行う。
②投開票に係る各種提出書類等のマニュアル化を行い、適
正及び効率的な選挙の執行を図る。

0


